（別紙１）企業用
群　馬　県　知　事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）
所在地　
企業名　
代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　

誓　約　書

「群馬県副業・兼業人材活用促進事業補助金」の申請にあたり、下記の内容について誓約します。 
 
１　群馬県副業・兼業人材活用促進事業補助金実施要綱及び申請の手引きの内容を確認し、全ての申請要件を満たしているとともに、申請書類及び添付書類の内容に虚偽や不正等はありません。 
２　副業・兼業人材案件について、群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点の利用が初めてです。
３　契約する副業・兼業人材は、群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点を通じて、成約した人物です。
４　県税及び地方消費税に滞納はありません。
５　県の補助金等の不正受給処分を受けていません。
６　当補助金の対象となる副業・兼業人材について、国、県等から他の補助金を受けていません（受ける予定がありません）。
７　政治活動及び宗教活動を行っておりません。
８　性風俗関連営業、接待を伴う飲食等営業又はこれらの営業の一部を受託する営業を行っていません。
９　代表者、役員又は使用人その他の従業員若しくは構成員等が次のいずれにも該当する者ではありません。 
（１） 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号） 第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 
 （２） 暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 
  （３） 暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者 
  （４） 暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者 
 （５） 自己若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者 
  （６） 暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与している者 
  （７） 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用している者 
（８） 暴力団員と密接な交友関係を有する者 
10　申請書類に関して虚偽や不正等が判明した場合、補助金の返還に応じるとともに、事業者名や法人名の公表に応じます。 
11　群馬県から申請内容に関して検査や報告の求めがあった場合は、これに応じ、協力します。また、群馬県から追加書類提出の求めがあった場合は、これに応じ、協力します。 
12　当補助金を申請・受給するにあたり、要綱で提供が定められた個人情報を群馬県に提供することについて、該当のプロ人材から承諾のうえ、提供します。


（別紙２）副業・兼業人材用
個人情報の提供に関する同意書兼反社会的勢力でないことの誓約書

令和　　年　　月　　日
　　企業名
　　代表者名


　
　

　　群馬県副業・兼業人材活用促進事業について、副業・兼業人材の活用を希望する企業等から当事業における補助金を交付申請するにあたり、当該事業の要件を満たしているか、県による確認・調査のため、私に関する個人情報が、１のとおり提供されることに同意します。
　　また、反社会的勢力ではないことについて、２のとおり誓約します。

１　　　　　　　　　　から県へ提供する個人情報の内容
県に申請・報告等をする上で必要な個人情報として、群馬県副業・兼業人材活用促進事業要綱等（様式を含む）に定めた内容等

２　反社会的勢力でないことに関する内容
　私は次のいずれにも該当する者ではありません。 
（１） 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号） 第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 
（２） 暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 
  （３） 暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者 
  （４） 暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者 
（５） 自己若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者 
  （６） 暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与している者 
  （７） 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用している者
（８） 暴力団員と密接な交友関係を有する者 

